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 Hans Jonas，“Das Prinzip Verantwortung. Versuch einer Ethik fur die tech-
nologische Zivilisation”1979（邦訳『責任という原理──科学技術文明のための
倫理学の試み──』加藤尚武監訳 東信堂 2000年）本論でこの書物から引用する
際は，参照した Suhrkamp 版のページ数のみを記す。
 同著作の別箇所では，「正直であり，善良であり，それだけでなく賢明であり，
有徳であるためには，我々が何をしなければならないかを知るには，学問や哲学
は何も要らない」とも述べられる。
 フロンガスによって極地圏でオゾン層が破壊され，多量の紫外線が降り注いだ結
果，生態系に悪影響を及ぼすことなどが，ここで言う自然の傷つきやすさの一例
となろう。
 「怜悧（Klugheit）の規則」は，「利口の規則」とも訳され，カントが仮言命法の一
種として定式化した。自己の幸福を目的として，ある手段を命じるものである
が，何を幸福と見るかは人によって様々であるから，普遍的命令にはならない。
ただし，ヨナスはここで，木にまたがっている「ひと」とは誰か，「ひと」がま
たがっていたり落ちたりすることに対する私の関心とは何か，と問う。
 ただし，取り急ぎ補足しなければならないことがある。テクネーによる人間の改
変については，さしあたりヨナスは価値評価を保留している，という点である。
ここで重要なのは，従来の倫理学の内部では一般に，人間の恒常性は自明だった
ので，そもそもこのような問題は問われることがなかったが，現代に至って状況
は一変した，ということである。
 事実から価値へ，存在から価値へ，最終的には当為へという自然主義的誤謬のと
して戒められてきた移行を，後にも述べるが，ヨナスは乳飲み子の例を出すこと
によって乗り越えようとする。
 カントは「汝なすべし，ゆえに汝なしうる」と説いたが，ヨナスは「汝なすゆえ
に，汝なしうるゆえに，汝なすべし（230）」と説く。ヨナスも自覚しているよう
に，この「うる（能力）」は，常軌を逸した我々の能力であって，様々な因果的帰
結を世界にもたらす能力のことであり，カントの説く，傾向性を義務に服従させ
る能力とは内容が異なっている。
 別の箇所で，ヨナスは責任を，「配慮」とも言い換える。「他者の存在を思いや
り，義務となった配慮で，その存在の傷つく脅威が迫ると『心配』になるような
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配慮，それが責任である。（391）」つまり，自分がケアしなければ，どうなってし
まうのかという「恐れ」を抱くことが，道徳的な関心を持つということになるの
である。
	 この批判およびヨナスの立場からの再批判については，品川哲彦「自然・環境・
人間──ハンス・ヨナス『責任という原理』について──」（『関西哲学会年報・
アルケー』7号，1999年）に詳しい。

 ただしこの場合の「無責任」は，形式的な意味での無責任，すなわち責任が無
い，責任能力を欠く，帰責不可能だ，という意味ではない。
 ヨナスは，この力ある者の弱き者に対する責任を，包括的で「垂直的な責任」と
呼び，同胞間で生じる責任を，特殊的で「水平的な責任」と呼んで区別する
（178）。
──大学院文学研究科博士課程後期課程──
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